
令和元年(2019年)度事業実績

事業名

目的

実施日時・場所

令和元年10月31日（木）
市内大学講義室

令和元年11月12日（火）
市内小学校教室

令和元年11月28日（木）
令和元年12月９日（月）
市内中学校体育館

令和２年１月28日（火）
市内中学校体育館

令和２年１月30日（木）
市高等学校教室

令和２年２月13日（木）
市内小学校教室

令和２年２月19日（水）
市内小学校教室

令和２年２月27日（木）
市内小学校教室

評価と
今後の
改善点

内容

【内容】
デートＤＶについて考えるワーク
【対象】大学生　20人

ＬＡＰ　いばらき

詳細 講師名

ＬＡＰ　いばらき

【内容】
思春期を迎える子どもたちに知っておいてほしいこ
とについて
・思春期のからだとこころの成長
・付き合うということ　　　など
【対象】
小学５年生　120人

ローズＷＡＭ職員
保健医療課職員

知ってもらいたい、学んでもらいたい対象がいる地域や学校へ直接出向く形で行う出前講
座は大変有効であると考えられるため、今後も継続していきたい。また、内容についても、
多様なニーズにこたえられるよう、研修や勉強会を開催して、関係機関と連携しながら充
実させていきたい。

【内容】
デートＤＶについて考えるワーク
【対象】
中学１年生　260人

ＬＡＰ　いばらき

【内容】
デートＤＶについて考えるワーク
【対象】
高校１年生　40人

【内容】
思春期を迎える子どもたちに知っておいてほしいこ
とについて
・思春期のからだとこころの成長
・付き合うということ　　　など
【対象】
小学６年生　120人

ローズＷＡＭ職員
保健医療課職員

【内容】
思春期を迎える子どもたちに知っておいてほしいこ
とについて
・思春期のからだとこころの成長
・付き合うということ　　　など
【対象】
小学５・６年生　60人

ローズＷＡＭ職員
保健医療課職員

出前講座

男女共同参画社会実現のため、男女共同参画や女性の活躍、ＤＶ・デートＤＶ防止などに
関する現状や取り組みについて、地域や学校等に出向き、出前講座を行う。

【内容】
思春期を迎える子どもたちに知っておいてほしいこ
とについて
・思春期のからだとこころの成長
・付き合うということ　　　など
【対象】
小学６年生　40人

ローズＷＡＭ職員
保健医療課職員

【内容】
思春期を迎える子どもたちに知っておいてほしいこ
とについて（1年生）
セクシュアルマイノリティについて（2年生）
【対象】
中学生1年生　200人　　中学2年生　200人

ローズＷＡＭ職員
保健医療課職員
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令和元年（２０１９年）度事業実績

目　的

参加人数 部　屋

７５人
（女：30 ・ 男：10 ・ 子：35）

４０１
４０２

参加者
感　想

企画者
評　価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

２９人
（女：２４ ・ 男：３ ・ 子：２）

５０１
５０２

参加者
感　想

企画者
評　価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

２６人
（女：１８ ・ 男：６ ・ 子：２）

料理
工房

参加者
感　想

企画者
評　価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

１３人
（女：８ ・ 男：０ ・ 子：５）

402

参加者
感　想

企画者
評　価

今後の課題

・今年度は自主企画だったので、来館者自体が少なかったような気がする。
・会場に「子どもの権利条約」の条文を張り出したが、ホワイトボードが廊下に出ていて
　全ては紹介できず、もっと工夫が必要だと反省しました。

・男女の人権が尊重され、尊厳を持って個人が生きることのできる社会をめざす。
・男女が自らの意志に基づき、個性と能力を十分に発揮できる豊かで活力のある社会をめざす。

開　催　日　時

内  　容開　催　日　時

８月１８日（日）
午前10:30～午後4:00

・ジェンダー平等の活動拠点であるローズＷＡＭでの開催にこそ意味があると思い、
　通常は「紙に描く絵」を「石に描く」という意外性と会場に掲示する「子どもの権利条約」に
　触れる機会を提供できると考えています。

開　催　日　時 内  　容

事業名

NPO法人大阪府北部
コミュニティカレッジ つくってあそぼ！！

開　催　日　時

キッズ・サマーキャンパス

あなたも私も大切に　　～好きだからこそ考えてみよう～

内  　容

1
・親子（父・娘）で全てのおもちゃ作りに挑戦、作るのも遊ぶのも一所懸命「あ～楽しかった」と笑顔。
・可愛いのばかりと作るのをためらっていた男の子、ぶんぶんごま、まといに色づけをして笑顔で遊
びました。
・折り紙のリボンは大人の方がいろいろに利用できるから「作り方を教えて」と好評でした。

・ワークショップの開催時間と重なって、ゆっくり遊んでいただけなかった事、申訳なく思っています。
・高学年も楽しめるおもちゃも必要。
・ONCCからの参加１５名もたくさんの笑顔に出会えて一緒に楽しみました。
・持ち帰り用袋はＰ袋をやめ、紙袋にしました。

3

2

エンパワメントいばらき

８月１８日（日）
午前9:30～12:00

・身近にある物を使っておもちゃ作り。
・６～７種類のおもちゃを親子一緒に
　作って、完成したおもちゃで遊ぶ。

・２０名を超える参加者の方々にお越しいただけて、とても嬉しかった。
・ターゲットとしていた子どもたちには、あまりお越しいただけず、パネルの内容も
　理解しづらかったかもしれない。
・宣伝の仕方や入りやすさなど、見直す必要がある。

追手門学院大学　Rose Wing
～○○の在り方を肯定する会～

オーク１５ 子どもの権利条約と石ころアート

内  　容

８月１８日（日）
午前10:00～12:00

・LAPいばらきと協力して、『デートDV防止
　プログラム』を実施し、その後座談会の
　中で「お互いに尊重され、お互いに大切
　にされる交際」について考える。

・デートDVのことをよく知らなかったので参加しました。女性では３人に１人、男性では１０人に
　１人が交際相手からDVを受けた経験があると知り驚きました。
・暴力には身体的暴力だけではなしに、心理的・社会的暴力もあることがわかった。
・『境界線』が興味深かった。

・小・中・高校生の子たちに『デートDV』を知ってもらうきっかけにはなったかなと思います。
・後半は座談会形式にしましたが、なかなか発言が出にくく、そこに『アイスブレイキング』も
　必要だったかなと反省しています。

・今まで知らなかったことが知れた。
・子どもにどう教えていけばよいのか考えるきっかけとなった。
・このような活動をしていることがすごいと思う。
・パネルの手作感がよい。

ＬＧＢＴカフェ

・LGBTについて知識を深めてもらう。
・差別のない社会づくりに貢献したい。

・LGBTについて学べるカフェ。
・定員が思い思いの格好で接客します。
・ご相談も受け付けます。

・子どもと一緒におもちゃをつくって遊ぶことで、子どもの成長に喜びを感じ、親子の絆を深める。

4

・石の形のせいか、筆の使い方か、思うように色が塗れなくて一度水で洗い流し違う石に
　描かれていた。
・お母さんと話しながら、完成させていた。

８月１８日（日）
午後1:00～3:00

・会場内に「子どもの権利条約」の拡大
　コピーを張り出す。
・選んだ石に自由に絵を描く。（持ち帰り）
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事業名

目　的

テーマ

対　象

日　時

場　所

女　性 男　性 子ども

養精中ライブステージ
①吹奏楽部②伝承太鼓部③演劇部

①天気の子メドレー、ムーンリ
バー②太鼓ばやし、円舞、フェスタ
③髭もじゃの手品師

B2F

ワムホール 117 50 15 182 182 180 100 94 54

講演会
フォトジャーナリスト安田菜津紀さん

テーマ
「紛争地・被災地で生きる人々の
声」の講演

B2F

ワムホール 127 50 3 180 182 180 99 95 39

発表（21団体）
フラダンス・新舞踊、朗読等、日頃
の練習の成果を発表

B2F

ワムホール

ローズホールワークショップ（3団体） ヨガ体験等
B1F

ﾛｰｽﾞﾎｰﾙ

飲食・販売
軽食、デザートの販売及び飲食ス
ペースの提供

1F

エントランス

①展示（9団体）②新品回収③飲食
①男女共生センター登録団体等による活動報
告等の展示②生活支援を目的とした新品物
品の回収③飲食スペース

1F

ﾈｯﾄﾜｰｸ
ｷﾞｬﾗﾘ-

クイズラリー 館内クイズラリーの抽選会場
2F

印刷工房

①展示（1団体）②飲食 ①生花の展示②飲食スペース
2F

交流サロン

和室ワークショップ（2団体） おもちゃ作り、ボードゲーム遊び
3F

和室

料理ワークショップ（2団体） パンケーキ等のクッキング
3F

料理工房

講義ワークショップ（7団体） 講義、お話し会等
4F

セミナー室

①体験ワークショップ（7団体）
②展示（5団体）

①アクセサリー作り、お茶など②
作品展示

5F

研修室

1,579 537 313 2,429

評価と
今後の
改善点

36

参加者の充足率、受講者満足度が高く、新規の受講者率は３割を超え、高評価となった。インフルエンザなどが流行する時期なの
で、開催時期の検討が必要であり、第21回目は20年間開催してきたローズＷＡＭまつりを根本的に見直すことも考えたい。

【2/8（土）】
＜ライブステージ＞アンケート回収数　　84枚
①大変よかった　65　②よかった　14　③普通　2　④あまりよくなかった　0　⑤無回答　3
・子どもたちの元気いっぱいの姿を見て感動しました。ステージで頑張っていました。毎日一生懸命に練習したんだろうと思います。
また、発表の場があればいいなと思います。
・吹奏楽部、親しみやすい曲目で、そろったハーモニーに思わず体がうごいてしまうような楽しさがありました。太鼓、迫力がすご
かったです。凛々しく笑顔で挑んでいる姿がとてもよかったです。どんどんいろんなところでやってほしいです。演劇部、いいお話で
した。
＜講演会＞アンケート回収数　121枚
①大変よかった　100　②よかった　15　③普通　2　④あまりよくなかった　0　⑤無回答　4
・経験に基づいた話は、本当に心に迫るものがありました。世界に生きる人々の話をもっと関心をもって知っていきたいと思います。
・想像以上の方で伝えてくださる思い・言葉・声を聞けて、大変感銘を受け、貴重な時間を頂けました。いろんなキーワードを与えて
頂き、その都度、自分の知識の無さややり過ごしてきた無関心を思い知らされました。
【2/9（日）】アンケート回収数　348枚
①大変よかった　200　②よかった　110　③普通　16　④あまりよくなかった　0　⑤無回答　22
・クイズラリー、階段で上がったり、下がったり、良い運動で勉強になりました。（クイズラリー）
・日頃の成果が見れて、楽しく過ごさせていただきました。（発表）
・子どもたちと一緒にゲームをして若返りました。ゲームが楽しかった。（和室ワークショップ）
・あまりに知らなさすぎたことをあらためて考えさせられた。多様性が認められていく社会は正しく知ることからつながると思う。（講
義型ワークショップ）
・沐浴体験がとても良かった。妊婦体験も妻のしんどさが分かって良かった。（体験型ワークショップ）

1,335 437 295

参　加　者　（人）

場所

2,067

感　想

充足率
（％）

受講者
満足度
（％）

2日間合計

第20回ローズＷＡＭまつり

男女共同参画社会の実現のための拠点施設としての活動成果を発表するとともに、ローズＷＡＭ事業および男女共同
参画への理解を促進する目的で、実行委員会形式でまつりを企画し開催する。

詳　　細
定
員

（人）

申込数
（人）催　　し

いきる！活きる！みんなで生きる！！

どなたでも

２月８日（土）　午前10:00～正午、午後2:00～3:30、
２月９日（日）午前9:30～午後4:30

茨木市立男女共生センター ローズＷＡＭ　全館

２／９
（日）

令和元年（2019）年度　事業実績

新規
受講者

率
（％）

合計

２／８
（土）

89

 47



令和元年（２０１９年）度事業実績

目　的

参加人数 部　屋

男性１０人

男性１２人

男性１２人

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

女性　６人

女性　７人

女性１３人 404

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

２４人（女２２人・子２人）

２６人（女２４人・子２人）

２４人（女２４人・子０人）

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

美心塾

・「毎日、疲れていたが、とても元気をもらった。」「やる気がでた。」等、気持ちを吐露し、
　前向きな行動を起こす決意をされた様子が伺えた。
・「１０回シリーズをやってほしい。」という回答もあり、参加会員からも「何度聞いても
　学ぶことがある」と高評価であった。

６月１２日（水）

・ライフパワー：人間力・社会力・対話力をみがく

・子どもとおとなの「自尊感情＆エンパワー」の実戦

・子どもと自分のマネージメント力をのばす

漢方ココロカフェ

・後日の情報で、「家族に好評で嬉しいです」と声あり。
・参加者同士の交流はできている。
・今後、参加者の中から、新しい『男の料理教室』がスタートできたら、幸いと思っている。

１２月１４日（土）

3

内  　容

・フリートークでコミュニケーションアップ

午前10:00

～
午後 ２：00

・普通の漢方講座と違い、みんなと感想をシェアしたり気付きの多い講座で楽しかった。
・年齢層が幅広く、様々な経験の人がいて楽しかった。
・難しい漢方の内容がすごくわかりやすく為になった。
・子育て中の癒しになっている。　　　　　　　・これからも楽しみにしています。

・ＷＡＭとのコラボが信頼に繋がり、想像以上の参加者で、届いてほしい方に届きよかった。
・営利目的の方も居て、主催者として強制的に場を修正せざるをえなかったことが少し残念だった。
・公共の場＝無料と思っている方もいて、費用の請求が言い出しにくく少し困った。
・今後、継続するために、届いてほしい人に届かせるための告知方法を迷っている。
・想定外の高評価でよかった。

2

料理工房

男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭジョインと企画　　【１～３】

　６月　９日（日）

内  　容

1

・大変な人気で、参加者全員から「来年も是非！」との声あり。
・「アサリとキャベツのスープスパゲティ」は大人気で「美味しい！今晩家で作る！」声あり。

・家庭で「おやじの味」を創れるように

・初心者でも簡単に作れる季節料理

・基本は、全て自分１人で「切る・炊く・味付け」

開　催　日　時

内  　容開　催　日　時

・５月下旬から６月の時期に、子育て支援連続講座を企画したことは大変良かった。
・講師の卓越したスキルにより、安全安心な空間がつくられ、講義内容も人権尊重の
　エンパワメントとジェンダーの視点が貫かれており、好評であった。
・次年度以降も開催を検討したい。

事業名

茨木おやじの会 男の料理教室

・男性も家庭の中で、家族と協同で楽しく料理を作る。
・男性にとっての男女共同参画の推進。

　４月２０日（土）

開　催　日　時

５月１５日（水）

５月２９日（水）
午前10:00

～
午前12:00

エンパワメントいばらき ママがエンパワーする子育て・自分育て
～ライフステージを見据えて　まなぶ・かたる・うごく～

・男女平等の視点に立った子ども・子育て支援。

５０１
５０２

・季節の漢方・薬膳プチ情報

・心理学を使った簡単なワークショップ

５月１７日（金）

６月２１日（金）
午後1:00

～
午後3:00７月１９日（金）

401

・女性の心と体のエアンパワーメント講座。
・生涯を通じた男女のこころとからだの健康支援。
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令和元年（２０１９年）度事業実績

目　的

参加人数 部　屋

女性10人

女性　8人

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

午後1:00～2:45 女性１４人 404・405

女性１２人 401・402

女性１５人 404・405

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

午後1:00
～午後2:30

３５人
女性：33人・男性：2人

ローズ
ホール

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

401

・「自分を大切にする」「相手を大切にする」
　その基礎づくり。
・共依存からの脱却。

午前10:00
～

午前11:45

・コーチングスキル「聴く」「認める」「伝える」を
　テーマとした少人数制のグループでの
　ワークショップ。
・思春期の子どもとの関わり方を経験談等
　を交えて学び合う。

・参加者1人1人が歌への思いを込めて真剣に歌っている姿が印象的だった。

・歌うことで昔を懐かしみ、心身共に元気に！
・子どもの頃の思い出がよみがえる。

・思っていた以上のたくさんの参加者に驚いた。
・皆さん真剣に目を輝かせて歌っていた姿に感動。
・また、このような企画を計画していただきたいと思います。
　次は「冬の童謡・唱歌」でしょうか。

・生涯を通じた男女の健康の保持。増進のための支援。
・多様な選択を可能にする教育・能力開発・学習機会の充実。

開　催　日　時 内  　容

～親子のための子育てコーチング講座～
思春期はこわくない！　３つのコーチングスキルで思春期こそ宝物に

・コミュニケーション力がアップするコーチングスキルを習得することで、ＳＮＳ等の普及により
　特に希薄になりがちな思春期の親子関係の充実・向上を目指す。
・充実した親子関係で思春期を経た子どもやその母親がありのままの自分を認め、尊重できる
　ようになる事で、生き生きと活躍する社会の実現を目指す。

開　催　日　時

１１月２０日（水）

・共感できることがたくさんあり、和気あいあいとして楽しかった。
・新しい気づきがたくさんあり、講座を受けて気持ちが楽になった。実践する事により親子・夫婦関係
　が良くなった。
・そういう年頃なのだと分かり、心に余裕が持てた。

・たくさんの申込(キャンセル待ちも)ニーズに合っていると思った。
・連続での参加者が多かった為、当初から「連続講座」として開催したら、更に充実した内容になったのでは。
・「家庭で育まれた強固な信頼関係は、社会の中でも多様な働き方や生き方が尊重し合える人材の育成に
　繋がる」という事を講座やワーク、経験談を通じて理解・習得して頂く事で、男女共同参画社会の実現に向けて
　の第一歩として大きく貢献できたと思う。

6

童謡・唱歌をご一緒に 秋の童謡・唱歌を歌いましょう

内  　容

　８月　８日（木） 午後1:00
～

午後3:00

１２月１１日（水）

　１月２９日（水）

・性教育について子どもにどう伝えたら良いのかをずっと悩んでいましたが、今回いろいろなお話を聞いて
　今後どうやって話すかとても大きなヒントを頂けました。
・自分がイヤなことを「イヤ！」と言える環境を親である私たちが整えてあげる必要を感じました。

・２回開催の企画だったため、２回目は同一内容でもブラッシュアップされてより参加者の方への伝わり度と
　満足度が向上していた。　　・解散後にも個別に講師への相談が数件あり、講師への信頼度が高まった
　ことや、無料講座でも積極性の　高い方が参加してくれていることがわかる。
・伝えたい根柢の考えが伝わり満足度が高かったことは、今回の企画の評価としたい。
・今後の課題は、予約が埋まるのが早かったため、定員の増加を検討したい。

5

いのちーむ

内  　容

１１月１７日（日）

１２月　５日（木）

事業名 男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭジョインと企画　　【４～６】

4

福良猫 ３歳からの性教育

・幼児期からの性教育で、ＤＶを「しない」「させない」環境をつくる。

開　催　日　時
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令和元年（２０１９年）度事業実績

目　的

参加人数 部　屋

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

４人(女：３・男：１)

女性3人
新型コロナウイルス拡大

防止対応策により中止

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

２６２人
女性：７９人・男性：５６人

子ども：１２７人

2020年３月８日（日）

心のもやもやスッキリしてみませんか
～キャリアコンサルタントが１対１で

お話し伺います～

事業名 男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭジョインと企画　　【７～９】

7

ごりょんさんの会 ごりょんさんの会 落語会

・伝統文化活動の分野では、女性が少ない中で、落語という分野で女性が活躍すること。
・落語の笑ですべての人が元気になる事を目指しています。

開　催　日　時 内  　容

ワムホール

和室（控室）

・ワムホールでごりょんさんの会メンバーが

　日頃練習している落語をお客様の前で

　披露して楽しんでいただく。

午後3:30
～5:30

・自分では気づかなかった事にきづかされたし、友達に愚痴を聞いてもらう感覚とは違う。
・すっきりしたいろんな人に体感してほしい。
・気持ちを聞いてもらえたから心の整理ができた。新たな視点も学ばせてもらった。

8

キャリアCHU

キャリアコンサルタント集団が、多種多様な人達のもやもやしている気持に寄り添い、
聞く事で自分らしい生き方を考えるきっかけをつくる。

開　催　日　時 内  　容

１２月１５日（日）

・来てもらえた方には満足していただけたようだった。
・キャリアコンサルタントとは何なのか、話を聴く事でどうスッキリするのか、文面で説明することは難しいと感じた。
・今回の企画を実施できたことで講座に対する準備や周知方法など、もっと見直し改善していきたい点も
　いくつか知ることができた。
・自分らしさを考える時間を作ってもらえる場を提供し、自らのスキルアップに繋がる企画を実施していきたい。

9

いばらきMIRAIカフェ もちつき新年会（いばらきMIRAIカフェの食育ワークショップ）

午前11:00
～

午後3:00

料理工房
和　　室

４０４

・概ね計画通り、親子や親子３代での参加が多く、目論見は達成できた。
・茨木産の餅を使い、地産地消であることのアピール。茨木に愛着を持ってもらえるきっかけになるよう
　次回も茨木産を採用したい。
・多くの参加者を招く事が出来たイベントであったが、支援者の体調不良等により、当日支援者に過度の
　負担を強いる事となった。今後も継続できるように体制を整えたい。

・初めて餅を丸める体験をした。(子ども)
・だんだん餅つき体験が出来る場所が減ってきているので、今後も続けてほしい。(大人女性)
・大人が餅つき体験できるところをさがしていて、このイベントを知った。外国人の夫に体験させたかった。等

・「すべての人が健やかに、支えあい暮らせる、みんなが主役の地域共生のまちづくり」
　を目標に掲げ、「食」を通じて食卓を囲む人同士のコミュニケーションを豊かにし、心の
　充実が図れる環境づくり、場づくりを推進すること。

５０１
５０２

・キャリアコンサルタント集団による
　個別相談業務

・個人での参加はもちろん、親子での参加や
　友達同士等に参加いただき、日本の伝統
　食文化である「もちつき」を体験してもらう。
　事前申込者参加費無料。

★1/11（土）
事前準備

開　催　日　時 内  　容

午前10:00
～正午

2020年1月26日(日)

2020年2月29日(土)

2020年１月１２日（日）

新型コロナウイルス拡大防止対応策により中止
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令和元年（２０１９年）度事業実績

目　的

参加人数 部　屋

０　人 401

新型コロナウイルス拡大

防止対応策により中止 402

新型コロナウイルス拡大

防止対応策により中止 401

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

目　的

参加人数 部　屋

参加者
感　想

企画者
評価

今後の課題

事業名 男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭジョインと企画　　【10～12】

10

山本助産院 結婚・妊娠を検討されているお2人へ  ―2人で取り組む妊活―

・妊活は2人で取り組むものであること、結婚を考えているカップル、結婚して間もないカップルに
　妊活について正しく知っていただき、考える機会とする。
・自分らしいライフプランに「子を持つ」という項目を考え、後で後悔することのない行動につなげること。

開　催　日　時

・3/28参加予定でしたが、2人目を妊娠しましたのでキャンセルさせていただきます。
　申し込んだことがきっかけで妊活に前向きになり授かることができました。
　ありがとうございました。

・未開催のため、上記目的に関して未達成と考える。
・企画申請から実施まで期間が短かったことから、告知機関が短く参加申込が得られなかったことが要因の一つであると考えられる。
　カップルでの参加を求めたことも参加のハードルを高めたと考えられる。
・今後、対象者の見直し、会場へ来れない方への対応及び新型肺炎への影響も踏まえ、動画でのライブ配信等も可能であれば検討した
い。
・イベントとしての告知が妊活意識の向上につながるという想定外の効果も見られ、早期の企画申込やＳＮＳ等を活用した告知方法も
　検討していきたいと考える。

内  　容

2020年１月２５日(土) 午後1:00
～

午後2:30
2020年２月２２日(土)

2020年３月２８日(土)

助産師・不妊症看護認定看護師による
🔶講義／妊娠について
　　　　　　プレコンセプション・ケアについて
　　　　　　自宅で出来る妊活　等
🔶ワーク／ライフプランの作成

開　催　日　時 内  　容

開　催　日　時 内  　容
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令和元年(2019年）度事業実績

事業名

目的

対象

受講定員 60人 申込数 11人 当日数 31人

保育定員 15人 申込数 0人 当日数 0人

充足率 52%
受講者
満足度 85%

新規
受講者率 7%

実施日時・場所

10月16日（水）

午前10:00～正午

501・502

回収数

講座ちらし・
様子

評価と
今後の
改善点

G－FRONTトランスサロン
森村さやかさん
新設Ｃチーム企画
代表　塩安九十九さん

受講者の満足度が高かったので、一定の成果があった。講師の話は実体験にもとづく内容であった
ので、有益であった。若年層の方にも参加していただきたいので、開催日時、周知方法を検討する必
要がある。

内容

講師名

アンケート
結果

27枚

男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭチャレンジ企画  【企画団体：オーク１５】
LGBTからＳＯＧＩへ～性指向・性自認を考える～

・男女共同参画の視点で社会や地域の問題解決を図る取り組みを行う市民団体または個人の企画
を応援し、市民と協働した男女共同参画の推進を図ることを目的とする。
・性は多様であることを知り、一人ひとりがちがってもよいことを認められるようになる。

どなたでも

詳細

【感想】①大変よかった20人、②よかった3人、③普通2人、④あまりよくなかった0人、⑤無回答2人
【年代】30代～70代以上
【意見】
・今までにも本をよんだり、講師から話をきいたりしてきて、こういう問題については知っているつも
りだったが、やはり当事者から直に話をきくのは全くちがっていた。今までの「心のありようの話」に
特に感動し、共感できた。SOGIだけでなく社会の中で弱い、しんどい立場に立たされている人に言
及していることもすばらしいと思った。
・御二人共、とても話が上手で、二人のかけ合いの様な進行の仕方がとても良かった。カタイやり
方でなく、楽しく話が聞けた。さまざまな性があることは初めて知り、視野が広がった。一般の世で
も「決めつけない」ということは大事だと思う。心の柔軟性を持ちたい。
・トランスジェンダーの子の母親です。今の社会は多様性を持ち、それを認め、人権感覚を持って
いないと通用しないし、それがないと自分の人生を苦しめることになると再度思いました。どんどん
中学生、高校生の子どもたちに自分を大切に思う気持ちを伝えてあげてください。

・パワーポイントによる講義
レジュメに沿って、LGBT・SOGI等について
・講師自身の実体験について
・カムアウトされた時の注意点
・カムアウトをする時の注意点
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令和元年（2019年）度事業実績

事業名

目的

対象

受講定員 64人 申込数 4人 当日数 4人

保育定員 5人 申込数 0人 当日数 0人

充足率 6%
受講者
満足度 100%

新規
受講者率 50%

実施日時・場所

11月１日（金）

午前10：00～11：30

501・502

回収数

講座様子・
ちらし

評価と
今後の
改善点

男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭチャレンジ企画　　【企画団体：　ファアネスネット】
ワーク・ライフ・バランスと思いやりの働き方～育休切りを乗り越えて・仕事も子育ても！！～

・男女共同参画の視点で社会や地域の問題解決を図る取り組みを行う市民団体または個人の
企画を応援し、市民と協働した男女共同参画の推進を図ることを目的とする。
・特にマタニティハラスメントの実話や子育てしている人や働く場における思いやりの必要性を考
える。

どなたでも

詳細

【感想】①大変よかった 3人、②よかった1人、③普通0人、④あまりよくなかった0人、⑤無回答
0人
【年代】40代～60代
【意見】
・個人的な事は社会的な事という、フェミニズム的な内容でした。少子化の日本に大切な視点
だと思います。社会的に声をあげて行動された勇気はすごいと思います。早く、社会が変わっ
ていけば良いと思います。正社員の男性も減って、生活も大変だと思います。会社で働く女性
もがんばってほしいですね。
・実体験に基いたお話であったこと、具体的な内容がわかり、とてもよかったです。実際に「相
談室の設置を安易にしない方がよい」と話されていたことが印象的でした。

パワーポイントを用い、ご自身の育休明け
の復帰時に受けた突然の解雇通告につい
ての体験談を交え、マタニティハラスメントの
実態および対策等をわかりやすくご講演さ
れた。

社会保険労務士
山本　美紀さん

内容

講師名

アンケート
結果

4枚

受講者の満足度が高く、成果はあった。講師の実体験にもとづく内容であったため、具体的でわ
かりやすかったが、受講者数が少なく残念であった。子育て中のかたにもっと参加していただき
たいので、開催日時、周知方法等を検討する必要がある。
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令和元年（2019年）度事業実績

事業名

目的

対象

受講定員 25人 申込数 27人 当日数 23人

保育定員 5人 申込数 3人 当日数 0人

充足率 92%
受講者
満足度 100%

新規
受講者率 33%

実施日時・場所

11月17日（日）

午前10:00～正午

501・502

回収数

講演会様子・
ちらし

評価と
今後の
改善点

内容

講師名

アンケート
結果

12枚

受講者の満足度が高かったので、一定の成果があった。市内小学３年・４年を対象としたワークの
内容を知ることができ、良かった。大切なことを親子で共有するために、多くの小学生の保護者が参
加していただける広報の周知方法を考える必要である。

男女共同参画市民企画協働事業／ＷＡＭチャレンジ企画  【企画団体：エンパワメントいばらき】
知ってる？知らない？じゃあ知ろう！子どものための暴力から身を守るワーク
「わたしのからだはわたしのものよ！」を体験しよう

・男女共同参画の視点で社会や地域の問題解決を図る取り組みを行う市民団体または個人の企画
を応援し、市民と協働した男女共同参画の推進を図ることを目的とする。
・茨木市の小学生が学ぶ安全教育プログラムを通して、子どもを守るためにはどうしたらいいかを学
ぶ。

どなたでも

詳細

【感想】①大変よかった12人、②よかった0人、③普通0人、④あまりよくなかった0人、⑤無回答0人
【年代】～10代　～　70代
【感想・意見】
・子どもが日頃、学校で勉強している内容がわかって理解できた。わかりやすい劇がためになっ
た。
・とても分かりやすく、親しみやすい内容でした。話もコンパクトですっと入ってきやすかったです。
今回は子供視点でしたが、子どもにTELL（相談）された時、大人はどのように対応していくべきな
のかも知れたらと思いました。

市内小学３年・４年生を対象に行っている安
全教育プログラム「わたしのからだはわたし
のものよ！」の実体験ができた。子どもたち
が分かりやすいように寸劇やイラストのポッ
プなど、工夫が凝らされていて、興味深い内
容であった。

エンパワメント いばらき　さん
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令和元年（2019年）度事業実績

事業名

目的

対象

日 参加者 スタッフ 日 参加者 スタッフ

平成3１年
４月

１８日（木） 0人 ３人 １２日（金） 0人 ３人

令和元年
５月

１６日（木） 0人 ３人 １０日（金） 0人 ３人

６月 ２０日（木） 0人 ２人 １４日（金） 0人 ３人

７月 １８日（木） 0人 ２人 １２日（金） 0人 ３人

８月 ２２日（木） 0人 ２人 ９日（金） 0人 ３人

９月 １９日（木） 0人 ３人 １３日（金） 0人 ３人

１０月 １７日（木） 0人 ３人 １１日（金） 0人 ３人

１１月 ２１日（木） 0人 ２人 ８日（金） 1人 ２人

１２月 １９日（木） 0人 ２人 １３日（金） 0人 ２人

令和２年
１月

１６日（木） 0人 ２人 １０日（金） 0人 ２人

２月 ２０日（木） 0人 ３人 １４日（金） 0人 ３人

３月 １９日（木） １３日（金） 0人 ３人

ミーティング
４月～３月
月１回開催

こころ基金 2月9日（日） ＷＡＭまつりにて、基金募集活動

内容

市内在住、在勤、在学のＤＶ被害者女性

こころの居場所　ナイト（午後6：30～8：00）こころの居場所　デイ（午前10：00～11：45）

評価と今
後の改善

点

・今年度は昨年度とは異なり、月毎にテーマを持った「切り絵や折り紙」のワークを導入し、参加
しやすい「こころの居場所」を目指した。毎月の広報、2カ月に1度のWAM通信の掲載も行った。
チラシもスタッフ独自で作成し、自ら関係機関にも配架を依頼した。しかし、例年とは異なる活動
を行ったものの、参加者は1人にとどまる結果であった。

「こころ」の認知度を向上させるため、次年度は1階喫茶スペースを利用したイベントを検討する
こととした。スタッフ自らが「参加者1人」という現状に危機感を持ちながらイベントの計画、実施を
目指す。また、これまで、参加者ターゲットが漠然と30～40代くらいになっていた（チラシの配架
場所が子育て関連施設など）。本年の参加者の年齢を踏まえ、次年度は高齢者に向けたアプ
ローチも検討していく。

ＤＶ支援ボランティア自主グループ「こころ」～『こころの居場所』

ＤＶ支援のボランティアグループである「こころ」の活動のひとつである『こころの居場所』
は、ＤＶ被害者を対象とした支援グループであり、市民の視点をもって、被害者に寄り添
い、援助をおこなっていく。

内容

被害者支援事業
「こころの居場所」

・事業の運営について検討
・参加者を募るための検討など

中止
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令和元年(2019年)度 事業実績

事業名

目的

対象 場所

定員 申込数

女性 男性 子ども

4月28日(日)
午後5:30～

ジョイントコンサート 13 13 0 26

5月26日(日)
午後5:30～

三線と唄 22 10 0 32

6月16日(日)
午後5:30～

6月29日(土)
午後5:30～

ハーモニカ合奏・独奏 20 8 0 28

7月6日(土)
午後5:30～

ハンドベル 35 10 0 45

8月25日(日)
午後5:30～

ギター弾き語り 11 8 0 19

9月8日(日)
午後5:30～

木琴五重奏 16 10 0 26

10月26日(土)
午後4:30～

フルート演奏 28 20 0 48

11月9日(土)
午後4:30～

オカリナアンサンブル 40 5 0 45

12月7日(土)
午後4:30～

ゴスペル 23 3 0 26

1月25日(土)
午後4:30～

フォークソング 22 7 0 29

2月23日(日)
午後4:30～

3月21日(土)
午後4:30～

講座様子
ちらし

評価と
今後の
改善点

　今年度は、初参加の出演者が前年度より増えた。
来年度も引き続き初参加団体を優先しつつ募集をして、ローズWAM事業の周知を図りたい。

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止

オカリナアンサンブル
『ぴくにっく』

朝日　嗣雄

真美&愛美 with Aqua

茨木童子

内容

たそがれコンサート

　市民が活動しているグループなどへ発表の場を提供するとともに、出演者や観客に
ローズWAM事業および男女共同参画の理解促進を目的とする。

なし

どなたでも

※吹田市強盗殺人未遂事件のため臨時休所 ・ 29日に延期

雅夢&シルバーバンド

1階 エントランス

事前申込なし

合計
参加数

箕面三線サークル

摩周　達也

ハレトケ木管五重奏団

実施日時 出演者 詳細

茨木ハーモニファミリー

ハンドベルアンサンブル
「星の雫」
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令和元年（2019年）度事業実績

事業名ローズＷＡＭ事業運営協議会定例会

目　的

対　象

回 日時

1

平成31年
４月15日（月）
午後3:00～

2

令和元年
６月17日（月）
午後3：00～

3
９月９日（月）
午後3：00～

4
11月18日（月）
午後3：00～

5

令和２年
１月20日（月）
午後3：00～

6
２月17日（月）
午後3：00～

ローズＷＡＭにおいて、男女共同参画社会を推進し、女性の自立と社会参加を図るため、各団
体と連携しながら、男女共同参画社会推進のための諸事業を実施する。

ローズＷＡＭ事業運営協議会会員

内容

会議内容

・ローズＷＡＭ平成31年度事業予定について
・ローズＷＡＭ事業報告（２・３月分）
・ぱーとなー事業・会計報告
・パネル展示について

・ローズＷＡＭ事業報告（４・５月分）
・ローズＷＡＭまつりについて
・チャレンジ企画の選定
・ご意見箱について
・展示案について
・ぱーとなー事業・会計報告について
・センターの喫茶運営について

・ローズＷＡＭの事業について
・ローズＷＡＭ事業報告（６・７・８月分）
・ローズＷＡＭまつりについて
・ぱーとなー事業・会計報告
・展示案について
・センターの喫茶運営事業終了に伴う関連事項について
・ご意見箱について

・ローズＷＡＭの事業について
・ローズＷＡＭ事業報告（９・10月分）
・ローズＷＡＭまつりについて
・喫茶スペースの活用について
・施設の目的外利用期間変更手続きについて
・ぱーとなー会計報告
・自動販売機について
・規約変更について
・ご意見箱について
・展示について

・ローズＷＡＭの事業について
・ローズＷＡＭ事業報告（11・12月分）
・ローズＷＡＭまつりについて
・自動販売機について
・規約変更について
・ご意見箱について
・展示について

・ローズＷＡＭの事業について
・ローズＷＡＭ事業報告（１月分）
・ローズＷＡＭまつりについて
・ぱーとなー会計報告
・事業運営協議会会計報告及び銀行口座について
・ご意見箱について
・展示について
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事業名

目的

対象

回 会　議　内　容 備　　　考

１
・登録団体活動報告
・平成３１年度の事業予定
・夏休みＷＡＭキッズについて

２
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ぱーとなーについて

３
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ぱーとなーについて

４
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・キッズ・サマーキャンパスについて

５
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ローズＷＡＭまつりについて

６

・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・女性に対する暴力をなくす運動について
・ローズＷＡＭまつりについて

７

・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ローズＷＡＭまつりについて
・センター利用料免除団体申請及び団体登録更新について

８
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ローズＷＡＭまつりについて

９
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ローズＷＡＭまつりについて

１０
・登録団体活動報告
・ローズＷＡＭ事業報告・今後の事業予定
・ローズＷＡＭまつりについての報告

１１ 新型コロナウィルス対策のため中止

内容

茨木市立男女共生センター登録団体

令和元年（2019年）度事業実績

茨木市立男女共生センター登録団体連絡会

センターの設置目的に適合する活動を恒常的に行っている団体が、月に１回の定例会議で意見交換
する
ことにより、他の団体と連携しながら、男女共同参画社会推進のための諸活動をすることを目的とす
る。

日時

4月15日（月）
午後５：00～

5月20日（月）
午後５：00～

6月17日（月）
午後５：00～

7月8日（月）
午後５：00～

2月17日（月）
午後５：00～

3月16日（月）
午後５：00～

８月

9月9日（月）
午後５：00～

10月21日（月）
午後５：00～

11月18日（月）
午後５：00～

12月16日（月）
午後５：00～

1月20日（月）
午後５：00～
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